
行政評価シート（事務事業評価）  評価年度 ３年度 

事業名 男女共同参画社会づくり事業費 担当課 総合政策課 

事業内容（簡潔に） 男女共同参画推進委員会の運営支援及び講習会の実施 

 
１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

 基本方向 人が集う交流のあるまちづくり 
第７次総合計画での目的体系 政策 市民と行政の協働によるまちづくり 
 施策 男女共同参画の推進 

関連する個別計画等 第２次韮崎市男女共同参画推進計画【男と女、

ともに煌く夢プラン】 根拠条例等 韮崎市男女共同参画推進条例 

 
２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的 

男女が互いに人権を尊重しつつ喜びも責任も分かちあいながら、性別にかかわりなく、個性と能力を十分に
発揮できる男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成を図る。 
○男女が家庭生活と仕事を両立できる環境づくり 
○雇用の場における共同参画の推進 
○地域社会における男女共同参画の推進 
○家庭における男女共同参画の推進 
○学校における男女共同参画の推進 

事業の手段 

男女共同参画推進委員が中心となり、韮崎市における男女共同参画社会の実現や人権確立に向けた取組みを

実施する。 
○男女共同参画推進委員会を開催（毎月） 
○県主催男女共同参画各種イベントへの参加 

事業の対象 
推進委員、市民全般 

 
３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

 30 年度 元年度 2 年度 
A 事業費 (千円) 1,012  926  676  
財
源
内
訳 

 国・県支出金 0  0  0  

 その他（使用料・借入金ほか） 0  0  0  

 一般財源 1,012  926  676  

B 担当職員数（職員 E） (人) 0.37  0.37  0.37  

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 2,711  2,485  2,433  

D 総事業費(A+C) (千円) 3,723  3,411  3,109  

主な事業費用の

説明 
推進委員への審議会等出席報酬（１回につき２，５００円） 

男女共同参画フォーラム施設使用料等（令和元年度まで） 

ぴゅあ総合主催イベントへの展示物作成等消耗品等 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 30 年度（6,862 千円）、元年度（6,715 千円）, 2 年度（6,575 千円）を使用しています。 

 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量） 

 指標名 指標の算出方法 実   績   値 
30 年度 元年度 2 年度 

活動指標 

１ 
推進委員会開催回数 
 

通常委員会（月 1×12 回） 
時刻：19 時～ 

（令和 2 年度のみ月 1×10 回） 

12 12 10 

 

２ 
市長への提言回数 提言回数（回） 0 

 

1 

 

1 

 

３ 
     

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない 

上記活動指標と妥当性
の説明 

１ 
・推進委員会は月１回、参加しやすい時間帯に取組み内容やテーマについて協議を行っている。 
・推進委員の参加を考えると、月 1 回は妥当な回数と考える。 
・令和 2 年度はコロナ禍により、中止となった回があったことにより、回数が減少している。 

２ 
推進員が自ら考え一年間活動した結果、市長に提言することができているので、日々の活動が充実し
ていることが分かり、年間の成果発表として 1 回は妥当である。 

３ 
 

 



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）  

 指標名 指標の算出方法 実   績   値 

30 年度 元年度 2 年度 

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標 

１ 
推進委員出席率 
 

延出席者／（通常委員会１２回
×委員数２５人）（％） 
（R２のみ全１０回） 

79 84 86 

 

２ 市長への提言項目数 提言項目数 0 8 8 

３      

成 果 □ Ａ 上がっている ■ Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない 

上記指標の妥当性と成
果の内容説明 

１ 
出席率が約８０％で推移しているが、各推進委員は仕事を持つ中、都合を合わせ出席していただい
ていることを鑑みると依然として高い出席率と考える。ただ、できるだけ参加しやすい日程等にし
て参加率の維持が必要である。 

２ 
提言内容については、推進委員自ら考え提言した項目数であり、積極的に男女共同参画について検
討していることが分かる。 

３ 
 

 
 

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成 

     
 

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開  
  □ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する） 

今後の事業展開  
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等の見直し

が必要） 
□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業

と統合する） 
  □ 廃止（廃止の検討が必要）  

事
務
事
業
の
改
善
案 

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか） 
令和３年度の改善計画（今後の事業展開説明） 
・フォーラムでの啓発は、年代層が高く幅広い世代に発信することができないので、今後は、推進委員がリーフ
レットの作成やミアキスでの啓発等幅広い方法で行っていくことを検討していく。 
・また、地区における推進活動実施については、推進委員の負担が大きいため、講演会だけではなく、リーフレ
ットを地区公民館や回覧などのを通して推進活動をしていくことを検討していく。 
・働き方などで優良的な取り組みをしている企業経営者などから講演をしていただき、推進委員の意識啓発に努
めていく。 

過去
の 

改善
経過 

改
善
の

経
過 

平成 23 年度：男性の家事、自立を促す料理教室の開催。推進委員会の協議の中で、活動の方向性を検討。 
令和 2 年度 ：限られた世代にしか啓発できないため、フォーラムを廃止した。 
令和 2 年度 ：活動内容の見直し（各グループにてテーマを定め、活動） 

直
近
の

評
価
結

果 

内部評価 令和元年度 □ 拡大 － ■ 一部改善 □ 全部改善 □ 縮小 □ 廃止 

外部評価 令和元年度 □ 拡大 □ 継続 □ 一部改善 □ 全部改善 □ 縮小 □ 廃止 

改善案 

・年１回、男性のための料理教室の開催 
・令和２年度よりライフ・ワーク・バランスをテーマに３グループに分かれ活動していることから、身近
な話題であり市民にも興味を持ってもらえるテーマなので、様々な方法を検討し推進活動を行っていく。 

課長所見 
令和２年度は活動内容を見直し、３グループに分かれて生活に密着した男女共同参画活動を実施した。委

員が主体となり、素晴らしい提案をいただいたので、今後市として対応していくとともに、さらなる活動

推進を図っていく。   


